
Ⅴ 成果と課題 

成果 
「かけ算[１]」「かけ算[２]」「かけ算九九のひょう」「わくわく算数 ぜんぶでなんこ」のかけ算
に関わる単元が全て終わったときにアンケートをとった。 
算数は好きかというアンケートに対し、大好き１１人、好き４人、ふつう９人、嫌い２人、大嫌

い１人という答えが得られ、総じて好きの方が多い結果となった。 
 また、かけ算は好きですかというアンケートに対して、大好き４人、好き２１人、ふつう２人で

嫌いや大嫌いを選ぶ子はいなかった。 
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「どうしてかけ算が好きですか？」というアンケートに対しては、 
やりやすい、つかいやすい、おぼえやすいという乗法九九の利便性を挙げる児童が１１人、また

授業での九九のひみつ見つけが楽しかった、おもしろかったと答えた児童が７人、他にも授業でや

った九九の構成やチョコレートの問題が楽しかったなど授業での楽しさを挙げる児童が８人いた。 
 
 そこで、特に何が楽しかったか項目を立てて質問してみた。 
 Ａ かけ算九九の構成         ・・・・・・・・・・・・・・・１４人 
 Ｂ かけ算九九のひみつ見つけ     ・・・・・・・・・・・・・・・２０人 
 Ｃ 単元末でのかけ算を用いて 
発展的な問題を解くチョコレートの問題・・・・・・・・・・・・・・・１８人 

  
 Ｄ かけ算九九を唱えること      ・・・・・・・・・・・・・・・１９人 
という理由が挙がってきた。 
 
 



以上のようなアンケート調査から、仮説１、仮説２にかかわって 
仮説１、系統をふまえ、それに関わる子どもの実態をプレテストによって把握し、適切な学習過

程にさまざまな算数的活動を位置付けることによって、楽しさと充実感を味わえる子が育ってきた

のではないだろうかと思う。 
仮説２、前時との違いを比べて考えられる掲示物など、環境整備をしたり、話型を示した１枚プリ

ントを活用したりすることで、既習内容と比べて話せる表現豊かな子が育ってきたのではないかと

思う。 
子どもの変容は、以下のようである。 

 
                                                                                     
Ａ 探究的な算数的活動 
 
かけ算九九の構成では、前の時間の１枚

プリントを参考にしながら、絵をアレイ図

で表したり、ことばの式や累加の考え方、

前の答えに○ずつたすなどの考え方を自

分でつくりだしたりしていく。 

Ａにかかわる掲示物の工夫 
九九の構成で、掲示物に子どもの考えを

書き加えたり、２，５，３とならった段ご

とに掲示していったりしたことが、子ども

の中に既習学習を生かそうという意識を

生んだと思う。 

Ａからの子どもの変容 
 はじめは、何を書いたらいいのかわか

らないと言っていた G.Ｋくんも６の段
のかけ算の頃には、自分の考えをどんど

ん書けるようになって、 
「これも前のかけ算の考え方使えるよ

ね。」 
と言っていた。 

Ａからの子どもの変容 
 C１：「どうやるんだっけ？」 
 C2：「あそこに、前の段のやつはってあ
るやん。あれ見たらできるでしょ。」 
と、子ども同士で掲示を見ながら教えあ

う姿が見られた。 

B 発展的な算数的活動 
 
かけ算のひみつ見つけでは、自分たちで

構成してきた九九をもとに考えていく発

展的な算数的活動である。いろいろなひみ

つを自分で見つけることができて、子ども

たちは、○○さんのひみつと言われるのが

うれしかったようだった。 
 

Bからの子どもの変容 
「先生、家でも９のだんのひみつをみつ

けてきたよ。」 
と進んで、みつけ勉強に九九のひみつ見

つけをしている子もいた。 

C 発展的な算数的活動 
単元末での「わくわく算数」ではチョコ

レートの数をかけ算を使って数える発展

的な問題を扱った。ここでは、１つ分を丸

でかこみながら、かけ算の式を作って問題

解決したり、自分でチョコレートを書き入

れて問題作りをしたりする発展的な算数

的活動である。 

Cからの子どもの変容 
習熟問題だけでなく、全ての子がチャ

レンジ問題まで取り組むことができた。 
「今日は、いろんな考え方でできたよ。」

「発表もお話の仕方を見て、上手にでき

たよ。」 
「チョコレートの問題お家でもやりた

いから、先生もっとプリントください。」 

自分から進んで学習しようとするようになり、わかった、できたという充実感を味わえるよ

うになった。その結果、算数が好きな子が増えたと考える。 

課題 

算数は好きになったが，まだ単元の評価規準に達することができない子がいる。今後さらに

そうした子に対して，個別指導をいかに進めるか、他の子と同じ学習過程の中での「個別指

導」のあり方について究明していきたい。 

 


